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種々の処理に対し異常に不安定で， 容易に変性して P-420 と呼ばれる形に変化する。 このため P-








処理し， P-450含量を高めたウサギ肝ミクロゾームを25%グリセロー jレ存在下で Nagarse (Babillus 
subtilis プロテアーゼ)で嫌気的に 00， 15時間消化することにより約35%の蛋白とともにチトクロー




した。 P-450の酸化型のスペクトノレは 360， 41~ 535, 570 および 650mμ に吸収極大をもち，典型
的な低スピン型の b 型チトクロームと比較し特に異常な点は認、められなかった。しかし還元型スペク
卜 jレは 412 と 555 mμ に吸収極大を示し，プロトヘム化合物としてはきわめて異常であった。一般に
へム蛋自に結合することが知れている種々の配位子の酸化型および還元型 P-450に対する影響を調べ
たところ， NaF, NaN3 NH3 のようなイオン結合性の強い配位子は P-450の吸収スペク卜 jレを変化さ
せることができず， KCN のような共有結合性の強い配位子とは結合することができた。配位子との
親和性は親水性の配位子より親油性の配位子の方が強い傾向があったが，親油性の配位子はやや高濃
度に使うと P-450の P-420への変性を促した。酸化型および還元型 P-450とエチノレイソシアナイドの
聞に異常な相互作用が存在することが， これまで差スペクトノレ的研究から報告されていたが， この点
も絶対吸収スペクト jレの測定によって確認することができた。
以上のような実験結果から， P-450は酸化型ではへム鉄の第 5 ， 6 配位座は相当共有結合性の形い
配位子によって配位されていることが考えられる。酸化型と還元型とではヘム鉄に配位している第





















は 650mμ に弱い吸収帯をもっ点を除いて，低スピン型の典型的な b 型チトクローム特有のスペクト
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Jレを示し，特に異常な点は認められなかった。しかし還元型のスペクトノレは 412 と 555mμ に吸収帯
をもち，その形状は既知のプトロへム化合物には見られない異常なものであった。また一般にへム蛋
白質に結合することが知られている 7 種の配位子の影響を詳細にしらべた。 乙れらの結果にもとず
いて， P-450の異常な性質は主として還元型におけるへムの配位状態の異常性に起因することおよび
酸化還元に伴ないヘム近傍の構造に大きな変動があるととを推定することができた。
以上のように，西林君の論文は従来困難であった P-450の絶対吸収スペクトノレの測定法を開発し，
乙の異常なへム蛋白質の性状の研究に大きく貢献したものであり， 14編の参考論文の内容と併せ考え
て，理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認める。
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